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Cefamandoleに 関す る臨床 的研究 妻
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新 しいセ ファロスポリン系抗生物 質であるCefamandoleに ついて,基 礎的 ・臨床的検討を行な っ

た。 当病院保存の臨床材料分離株の うち,グ ラム陰性桿 菌(E.coli, Enterobacter, Klebsidla, Ser-

ratia, proteus)に 対す る木剤の抗菌力 をCEZと 比較 した。総 じてCEZよ りす ぐれた抗菌力を有す

ることがみ とめ られた。臨床的に本剤を3例 の呼吸器感染症に使用 し,3例 とも有効 とされた。副

作用はみとめ られなかった。なお,投 与量は3例 とも1回19を 約1時 間かけて点滴静注してお

り。1日2回 投与 された。

緒 書

Cefamandole は米国 で開発 された新 しい セファロスポ リン系

抗生物質である。米国では Cefamandole の  O-formyl ester

である Cefamandole naf ate が使 用されて きたが,体 内で水解

してCefamandoleと な って効力を発揮するため,代 謝過根を

経ることが必要であ った。その後, Cefamandole sodium が開

発されてわが国へ導入 され,わ が国における使用薬剤は,代 謝

を要せずに抗菌力を発揮 しうる Cefamandole sodium とな っ

た。

Cefamandole はイ ン ドール陽性 Proteus, Enterobacter に

も抗菌力を有 し, Haemophilus influenzae, Neisseria go-

norrhoeae, Neisseria meningitidis に対する抗薗力がすぐ

れていることが報ぜ られて いる1～4)。本物質の構造式 はFig.1

のようである。 本物質について行 なった検討成績について報告

す る。

Fig. 1 Chemical structure of cefamandole

1.感 受性検査

種 々のグラム陰性桿菌の臨床材料分離株の本物質に対

す る感受性を,日 本化学療法学会 標準法によ り測定 し

た。HIブ イヨン(栄研)一 夜培養原液を接種 したときと,

その ブイ ヨン100倍 希釈液接種時の成績 は,Table1

に示 されるようである。両者の差は2倍 希釈平板1～2

枚程度の ものが 多か ったが,Proteusの 原 液 接 種 時

>400μg/m1の 耐性 菌では,100倍 希釈液接種でかな り

小 さいMICと な った。

CefamandoleとCEZと の感受性相 関をみた成績にお

いて,原 液接種時のものをFig.2,100倍 希釈液接種時

のものをFig.3に 示す。CEZに 比 較して感受性の鋭い

菌株が多いことがみとめ られる。また,少 数の両者交差

耐性の株 の存在がみとめ られる。

2.臨 床 例

3例 に使用 した。

1)A. M.例:30才,女 性(Fig.4)

肺化膿症で喀痰か らH2emePhims属 を分離 した。52

年12月28日 か らCefamandoleを1日19ず つ2

回生理食塩液200mlに 溶解 して,1時 間点 滴を14日

間施行 した。X線 上の陰影 は次第に消退 し,臨 床症状 も

軽快 したので有効 と判定 したざ投与終 了時好酸球が13%

Table 1 Susceptibility of clinical isolates to cefamandole
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Fig. 2 Correlogram between cefamandole
and cefazolin (0 x)

Fig. 3 Correlogram between cefamandole
and cefazolin (100 x)

Fig,4 A, M.: 30yr,. F. {
Pulmonary suppuration

Bronchiala6thma

Fig.5 U.T.: 81 yr., M {
Pneumonia,Inf1uenza A

Pulmonarytuberculosis2
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を示 したが,白 血球数3,400で 実数は500に 満たなか

った。

2)U.T.例:81才,男 性(Fig.5)

肺炎例で,喀 痰か ら Haemophilus を疑わせる菌を証

明した。53年2月8日 か ら Cefamandole  1日1gず

っ2回,生 理食塩液200m1に 溶解 して1時 間点 滴を

14日 間継続 した。 左下野の肺炎陰影は消退 し,臨 床症

状も好転を示 したので有効 と判定 したが,経 過中右上野

の陰影はむしろ増強し,肺 結核の治療に切換えた。本例

では,イ ンフルエ ンザA補 体結合反応抗体価の上昇を

みとめた。副作用はみとめ られなか った。

Fig. 6 J. Y.: 55 yr., M.
Pulmonary suppuration

Pulmonary tuberculosis

Org. from a-hemolytic

sputum Streptococcus (+)(+)

Neisseria (+)(+)

Others: a few

3)J,Y.例:55才,男 性(Fig.6)

肺結核 に合併 した肺化膿症で,喀 痰 は常在 菌叢のみを

示 した。53年2月23日 か ら本剤1日1gず つ2回

を,同 様の方法 で14日 間投与 した。空洞影縮少 し,ニ

ボー陰影 も消退 したので有効 と判定 した。副作用はみと

め られなか った。

Table 2に 臨床例の一覧を示 す。

考 察

Cefamandole が イン ドール陽性 Proteus, Enterobacter,

Haemophilus influenzae などに抗菌作用がすぐれている

ことが報ぜ られ,特 色 とされてい る。E. coli, Klebsiella

など分離頻度の高 い菌においてCETと 比べ ると,CET

耐性のE.coliに は活性を有するが,Klebsiellaで はそ

うではないといい,一 部の菌では交差耐性 が存在するよ

うである5)。 またE.coliで はCBPCま たはTIPC耐

性菌は Cefamandole に耐 性 とい う5)。 さ らに, Entero-

bacter には Cefamandole に対 してCEZや Cefoxitin に

対 して より感受性のよい菌 もみ られ るが,MIC値 が 寒

天希釈法よ りブイヨン希釈法によると大き くなることが

報ぜ られ,耐 性変異 菌が高頻度 に存在す るためであろう

とされている。Enterobacter に対 しては従来のセフ ァロ

スポ リン剤 中もっともよい抗 菌力があると,寒 天平板法

におけ るMIC値 か らはいえ そうであるが,な お検討す

る余地があるようである。

わが国における臨床例の本剤投与回数は1日2回 が

多 く,つ いで3回 投与で あったが,半 減期は34分 と

い う成績8,も あ り,CETに 類似 し。少 な くとも1日3

回投与が適正と思われる。私共の症例 もすべて2回 投

与であったが,全 例有効 と判定された。免疫能低下 の症

例 もな く,自 然治癒力 も十分働いたためと解せ られる。

2回 投与のさいには,点 滴静注を行な うことによ り持続

を長 く保つように留意 されているが,こ れで十分か は検

討 の余地があろう。 また,血 中濃度の高 さの比 較でも,

CEZに は及ばない ことが知 られた9)。私共の行 なった1

回191時 間点滴1日2回 とい う治療で,グ ラム陰性

桿菌による感染症 にどの程度奏効するかを集積検討す る

Table 2 Clinical results with cefamandole
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ことが望まれる。

Cefamandoleは 細菌性 髄膜炎を起 こしやす い 賭種 細

菌にひろく抗菌力がす ぐれているし,髄 液中への移行も

良好であることが報ぜ られ10),従 来CER, CETで 必ず

しも十分でなか った この種感染症 への第一選 択となると

い う人 もある。
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CLINICAL STUDIES ON CEFAMANDOLE

KEIMEI MASHIMO, OTOHIKO KUNII, KAZUFUTO FUKAYA and MICHIO WATANABE

Department of Internal Medicine, Institute of Medical Science, University of Tokyo

On a new cephalosporin antibiotic, cefamandole, clinical studies were performed and the following

results were obtained.

1. The sensitivity of a variety of gram-negative bacilli clinical isolates against cefamandole was com-

pared with that of cefazolin. In general the activity of cefamandole exceeded that of cefazolin.
2. Clinically three patients with respiratory tract infection were treated with cefamandole, achieving

good effect in all. No side effect was observed.


